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(左 )設立当初の
(日召不日48

(右)新 装 時 の

愚

(日召不日57準「 )

設立 50年の節目を祝い
今後の教育を展望する年に

当会は,昭和47年 4月 1日 に「本県教育の振興への寄
与を一層拡充するために,寄附財産の適切な保全と活用
をはかり,教育振興の諸事業を将来にわたって永続的に
行 う。」という趣旨で設立されました。以来,夏季大学
講座や教育美術展の開催,教育相談研修,特別支援教育
への助成,教育資料の収集・公開などの事業を継続発展

させてまいりました。また,平成24年には「公益財団法人」に移行し,公益性を拡大
し,今年度で設立50周年,公益財団法人移行10周年となります。
あらためまして,当会の設立や運営に尽力されてきた先達の皆様,当会を温かく支
えてくださった皆様,当会の事業にご協力をいただきました皆様に,心より感謝申し
上げます。

超スマー ト社会 (Sciety 5.0)を迎え,社会は目まぐるしい速さで変化を続けてい
ます。学校現場においても,子 どもたちがタブレット端末を活用して追究活動に取り
組むなど,授業の風景は大きく様変わりしています。しかしながら,互いを信頼し,
自らの気付きや考えを出し合い,協働的に学びを深めていく子どもの姿や,温かい眼
差しで子ども一人一人を見とり,深い学びへと導いていく教師の姿は,昔 も今も変わ
ることなく教室にしっかりと根付いています。「いかに社会が変化しようとも変えて

はならないものは何か。」「社会の変化とともに変えなければならないことは何か。」

節目の年を迎えるにあたり, 7月 30日 (土)に記念事業を計画いたしました。当
日は,こ れまで当会を支えてくださった皆様に感謝するとともに,新潟の未来と新た
な時代に向けた方向を皆様と共に考えてまいりたいと思います。

皆様の多大なご支援とご指導をお願い申し上げます。

橋 恒 彦
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1周 年 事 業 ( 夏季大学講座 )な
財団法人設立 50周年・公益財団法人移行 10周年を記念して
記念事業を開催 します !

・期 日 :7月 30日 (土) 会場 :朱鷺メッセ 。国際会議室
・内容 :式典,記念講演 (講師 官田亮平様 タイトル『ときめきのと

記念パネルディスカッション
(渋谷修太様,小 見まいこ様,五十嵐健太様 テーマ『新しい時代の人づくり。絆づくり』)

2研 修 議底 ::
(1)教師カアップ講座
最新の教育課題への対応理 |,命 と指導方法を学ぶ講座です c
・期 日 :7月 16日 (土)。 会場 :新潟教育会館
。内容 :第 1講座  「保護者 との良好な関係を築 く教師のかかわ り方」

講師 古田島 真 樹 様  アシスタント 中 島  崇 様
第 2講座  「GIGA時 代に求められる学び とこれから」
講師 高 橋  巨 彦 様   講師 五十嵐 健 太 様

(2)第 47回 教育相談研修会
子どもとの信頼関係の確立や子 ども理解の力量を高めるための教職員の研修会です。
また,保護者の研修活動に講師を派遣 します。
○ 教職員研修会 ・期 日 :8月 5日 (金 :1日 )・ 6日 (土 :午前)の 1.5日 開催

。会場 :新潟ゆいば― と (元新潟市立二葉中学校 )
○ 保護者のための 「子育て出前講座」

・要請に応 じて講師を派遣 します。

3数蔵Zドバイ1賊
=の
派遣 ::

要請に応 じて,豊かな経験 と知識 ,技能をもつ教育ア ドバイザーを教職員や保護者等の
研修活動に派遣 します。謝礼 (1回分)を 新潟教育会が負担 しますc団体研修,個人研修
でも派遣は可能ですc リモー トによる研修にも対応 します。

き』)

新装オープンした新潟県民会館にて ,
乞 うご期待を !

日時 :11月 22日 (火 )～ 28日 (月 )
会場 :新潟県民会館 ギャラリーA

5蟻層」支援教育̀へ.の:助成 ::
特別支援教育で成果を挙げている学校に 5万「1」 の助成を行いますこ助成校の取組は ,

会報等で紹介 しますc

6 『 』の発行 ::

3年ぶ りに開催 します。力作の作品の展示に ,

9:30～ 17:00(28日 は 15:OOま で)―

教職員の研究意欲と資質・能力の向上を目指 し,優れた教育研究実践とその成果を紹介
します。今年度は,発行の年です。

7教育含館施設 :設備の利用促進こ資料室の曇備 ::

研修や教育・文化活動のための教育会館施設・設備の利用促進に努めます。Wi―Fi環境
が整いましたので, リモー ト研修等のホス ト会場としても利用可能です。資料室の書籍
やデータの整理も進めています。

『新潟教育会要覧』『新潟教育会報』『新潟教育研究所報』『新潟教育会ホームページ』
等により,最新の情報をお届けします。
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1周年

日

二のQRコ ー ドより
参加中込みができます !

t

12教師カアップ講座

上半期で注目の事業|ま ,
708月 に開催する次の3事業です ノ
た<さんの方の

参加をお待ちしています /

今年度の勧 め事1業腸 ゴノ島 夕
°
と言つてるノ厚年事 :業

「でナ ノ

昭和 47年に財団法人として設立が認可された当会は,今年で
設立 50年 目。また,公益財団法人への移行の認可を受けて 10
年 目の節 目の年を迎えています。
この節 目の年を祝い,会 を立ち上げ,維持発展させてこられた
先輩諸氏の思いを胸に,新潟の教育発展に向けて決意を共にしま
しょう !

記念講演,記念パネルディスカッションでは, “新潟愛"に満ち
あふれた方々が登壇し,私たちに御示唆を与えてくださいます。
たくさんの方からの参加申込みをお願いします !

今,学校教育における喫緊の課題とは何でしょうか ?
その 1つに,小学校における学級の落ち着かない状況ヘ
の対応,小 。中・高等学校でのいじめや不登校などへの
対応等が挙げられると思います。これ らの対応には ,
児童生徒の心の理解が必要です。同時に,保護者の思い
をしっかり理解することも大切となります。コロナ禍の

影響で保護者と言葉を交わす機会が減ってきている今だ
からこそ,保護者とのかかわり方を考える時であると捉
ぇています

鰊 熱ヽ一一一一一一一一̈誓一昴一祠一魃一一一一一蛛一一一一一一一一一．．
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第 1講座では,こ のことについて深く学びます。

GIGAス クール構想に向けての取組が着々と進んで
います。私たちは,こ の取組を教育の発展につなげてい
かなくてはなりません。そのためには,児童生徒にとっ
てもっともっと有効な学びの手段になるよう指導方法と
しての磨き上げが必要 となります

第 2講座では,昨年度に引き続き, このことについて
の学びを深めます。

3教 育 「生徒指導は,児童生徒理解に始まり,児童生徒
理解に終わる」と言われます。それだけ,児童生徒
理解が重要であると分かってはいますが,い ざ面談
するというときに,「 どうしたらいいんだろう?」
「なかなか本音を聞き出せない。・」とい う状況が
起きてしまいます。 「そもそも教育相談とは何か」
「どういう知識や技能が必要なのか」といった悩み
に,即回答が出る実技主体の体験型研修会です
これからのすべての教職員に必要とされる教育相
談の力量を高め,児童生徒の理解を深めることで ,
児童生徒の成長と課題の解決に向けた適切な働き掛
けができるようにしたいですね。
2の第 1講座とセットでの受講をお勧めします。

※ 1～ 3の案内チラシがお手元に届いていると思います。ぜひ,ご覧になり,参加申込みを
検討 してみてください。きっと有益な研修になることでしょう。

1
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・・・。それを見出すことが ,

教育の根源ではないか !

い時代の
づくりは

5月 10日 に,第 5回周年事業実行
委員会を開き,来る 7月 30日 (土)に
開催する式典,記念講演,パネルディ
スカッションをはじめとする事業運

営の細部について審議を進めました。

記念講演をいただく宮田亮平様か

らは,当事業への熱いメッセージを
いただきました。

また,3人のパネ リス トの皆様 とも,
ディスカッションに向けた打合せを進めています。 3人の皆様の “新潟愛"は とて
も強くて深いものです3ま た,これからの社会で必要とされる “人と絆"について
確かな考えをおもちです。

実行委員,事務局一同,「ぜひ,た くさんの皆様から講師ならびにパネリス トの
お話を聴いていただきたいな」という思いを強くしています。
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蝙 魃陽 鶯
長期にわたる新型コロナウィルスの感染拡大や混沌とする世界情勢の影響が様々な

ところで学校教育にも及んできています。この先も続 く日∫能性は否定できません。

しかし,人はピンチをチャンスに変える力をもっています。これまで取組が停滞 して

いたことや考えてもみなかったことを実現できるチャンスでもあります。今や リモー

トでの会議や学習は当たり前です。ハイブリッドも可能です。

さて,お次はなんでしょうか.設立 50周年を迎えた新潟教育会においても,様 々

なピンチをチャンスに変える意識をもって会の運営に当たっていきます c
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